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水戸英宏小学校

KOOV® でアクティブラーナーになろう

友達と相談し、自分達で解決する

●　教育方針は、一人ひとりの創造力と個
性を大切にした教育を展開し、幅広い
教養と高邁な識見を備え、国際社会の
中でリーダーとして活躍できる人材を
育成する。

● ICT・プログラミング教育に力を入れ
ていて、低学年から操作に親しみ、高
学年ではプレゼンテーションや文書・
表計算の作成、動画・画像編集に取り
組んでいる。

● SDGsを課題解決型学習の柱としてい
ちはやく取り入れて、早期から子ども
たちが解決目標をもって取り組む。
2019年度から１・２年は月１回、３～６
年生は週１回SDGsの授業を始める。

インタビューにお答えいただいた福原先生の
KOOV 授業風景

＜導入の背景とねらい＞
̶̶ これまで取り組んできたプログラミング教育について教えてください。

福原先生 : 小学校開校時から全学年で ICT 授業を行っておりまして、プログラミングについ
ては Scratch などを 3年生以上で実施してまいりました。

＜導入検討＞
̶̶ KOOV を採用した背景について教えてください。

福原先生：小学校で 2020 年からプログラミング教育が必修化になると決まった段階から教
材選定を行っていたところ、各社ある中でソニーから KOOVを発売するという情報を拝見
しました。第一印象はデザインが透明でカラフルで、女の子もかわいいと思えるような感想
を持ちました。
　調べていくと、学習プログラムも系統立っていて、他の教員でも実施できると思いますし、
また KOOVの持つ世界観は本校の取り組みにも合っていると判断し採用に至りました。
　開校時より全学年での ICT に取り組むことは意識しておりますので KOOVを全学年で実
施することも自然の流れでした。

＜授業風景＞
̶̶ KOOV を使った授業構成および授業に向けた準備について教えてください。

福原先生：学年ごとに大きく３つのステージで考えておりまして、１～２年生はタブレットの操作から学習コースのブロックアーティストとはじ
めてのロボットプログラミングを学びます。３～４年生は学習コースのロボットプログラミングの基本とロボットのしくみを学ぼう、SDGs のテ
ーマに即したプログラミング活動、５～６年生では学習コースのプログラミングスキルをみがこうと、SDGs から自由課題まで取り組みます。
2019 年度はオーストラリアからホームステイを受け入れて、６年生は海外の児童と一緒に KOOVで車型のロボットを制作しました。アプリ内で
英語の選択が出来るので、共通のツールを使った国際コミュニケーションも図ることができ、大きく教材活用できていると感じています。

̶̶ 授業の中での児童の反応について教えてください。

福原先生：子どもたちはとにかく ICT の授業が楽しみでしかたない、授業中の笑顔からワクワク感が伝わってきます。すべての学年において ICT
は楽しみな授業の一つになっています。　
特に KOOV制作中は、分からないことがあると先生に答えを求めずに友達と相談する、自分達で解決するという姿が見られます。グループで設定
した課題に対して、失敗しても諦めずにさらによいものをつくろうとするたくましさを子どもたちから感じます。

水戸英宏小学校



©2019 Sony Global Education, Inc.www.koov.io/enterprise

事例紹介 水戸英宏小学校

全学年での KOOV® 活用は自然の流れ

＜今後の展開について＞
̶̶ 今後、どのようなプログラミング授業を展開していきたいか教えてください。

福原先生 : 今年は KOOV Challenge 2019 に 1 名参加して、銅賞を受賞頂きました。大会に参加したことで人前で話すことに対する恥ずかし
さも無くなり、プレゼン能力が身に付いたと感じます。また、他の子の作品やプレゼンテーションを見ることによる刺激もありました。
授業の中で SDGs をテーマとした授業の中でグループで意見をまとめることの難しさも学んでいますので、次年度はその学びを活かしてチー
ム競技に参加してみたいです。KOOV Challenge では当日に課題が与えられて、その日中に解決しなければならないという制約がありますの
で、その中でどうやってチームで解決するか、という点も SDGs に共通するところがあると感じます。必ず子どもたちにとってよい学び、よ
い経験になると思っています。

＜導入の効果＞
̶̶ 児童にどんな変化があったか教えてください。

福原先生：今年度、本校では「アクティブラーナーになろう ( 自分で自主的に問題
解決しよう )」という目標に取り組んでいます。KOOV はまさに教員が手を出さず
とも自分達で解決することを体現できていると思います。実際に 4 年生での SDGs
をテーマとした課題に対しても、子どもたちから教員に質問が来ても、答えを教え
ずに「あなたはどうしたいの？」と問いかけをします。
例えば、KOOV で鳥の形を作ったグループがありまして、それを見て他のグループ
も「いいな。」と思って制作を見習ったり、教え合ったりするなどグループ同士で
の協力関係が見られました。初めから KOOV を使った授業は作品やプログラムも
皆で共有し合うという感覚を持っていて、子どもたちの個性も活かしながら教材と
しての特徴も良く出ていると思いました。


